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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和2年12月10日(2020.12.10)

【公開番号】特開2020-144373(P2020-144373A)
【公開日】令和2年9月10日(2020.9.10)
【年通号数】公開・登録公報2020-037
【出願番号】特願2020-69167(P2020-69167)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   5/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ    5/30     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年10月28日(2020.10.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材と、液晶硬化膜を積層した光学異方性シートであって、
　基材の視野１μｍ２における表面粗さが１．０ｎｍ以下であり、
　基材の水接触角が７０度以上であり、
　該液晶硬化膜は、サーモトロピック性のネマチック液晶を示す重合性液晶化合物の重合
体を含んでなり、
　該液晶硬化膜は、下記式（１）及び（２）を満たす光学異方性シート。
　Ｒｅ（４５０）／Ｒｅ（５５０）≦１．００　　　（１）
　１．００≦Ｒｅ（６５０）／Ｒｅ（５５０）　　　（２）
（Ｒｅ（４５０）、Ｒｅ（５５０）、Ｒｅ（６５０）はそれぞれ波長４５０ｎｍ、５５０
ｎｍ、６５０ｎｍの光に対する面内位相差値を表す。）
【請求項２】
　基材がポリエチレンテレフタレートを含む請求項１に記載の光学異方性シート。
【請求項３】
　基材と液晶硬化膜との間に配向膜を有する請求項１又は２に記載の光学異方性シート。
【請求項４】
　液晶硬化膜の厚さが０．５～５μｍである請求項１～３のいずれかに記載の光学異方性
シート。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかに記載の光学異方性シートの液晶硬化膜表面に、粘接着剤層を
形成し、その上に被転写物を積層した後に、前記光学異方性シートの基材を取り除いて、
積層体を得る、積層体の製造方法。
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